
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

赤松の間伐材から誕生するのが 

【赤城ﾍﾟﾚｯﾄ】 ストーブの木燃料

イングリッシュｶﾞｰﾃﾞﾝは日本でも大変人気がありますが、その豊かさの秘密は・・・ 

a.土地は大地主が所有して、住民は土地代だけを払えば建物に十分費用をかけられる。

ｂ.建物や周辺の環境を維持すれば住宅地の資産価値は上がり 

購入時よりもはるかに高い金額で売買できる。 

C.基本的に一戸建て住宅は少なく連棟の建物で、建築・冷暖房 

コストを抑えている。  日本の常識では考えられない英国人の 

≪経済合理性》が美しい街並みと精神的な豊かさに現れている 

と今回の視察で実感いたしました。   取材  ㈱アップル eco塩田 

 
街中の緑道 

バスでロンドンに向かう途中の 

典型的な二連戸住宅 

 
 

 

 

1１月号 

 
  国産【ﾍﾟﾚｯﾄ･ｽﾄｰﾌﾞ】をご存知ですか？ 

ペレットストーブ（pellet stove）は木質ペレットを燃料とするストーブの 

ことで、スウェーデンなど北欧メーカーが多く欧米で普及しています。 

山の間伐材の利用促進と灯油もｶﾞｽも使わず持続可能なバイオマス 

燃料を使うストーブとして大変注目を集めています。 日本のメーカーも 

センスのよいものが普及してきましたが、購入後の肝心の木ﾍﾟﾚｯﾄ燃料 

の流通が国内で行き渡らず、購入後の燃料確保がネックでした。 

群馬・赤城山の麓で【ﾍﾟﾚｯﾄ燃料】 
          赤城の麓の広大な敷地にある(財)電力中央研究所では、赤松を 

年間2000本間伐し、暖房の燃料【木質ﾍﾟﾚｯﾄ】をつくっています。 

準国産ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料は【赤城ﾍﾟﾚｯﾄ】 外で自然乾燥後、ﾍﾟﾚｯﾄと 

なる幹の部分を木の枝葉の燃焼で乾燥させます。石化燃料は一切

使いません。 粉砕機でｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ化して 

最後にﾍﾟﾚｯﾄ状に成型。【ﾍﾟﾚｯﾄ燃料】の 

熱効率は灯油の約1/2ですが、約1/2の 

価格。 灯油とほぼ並ぶｺｽﾄまで下がり 

あとは輸送に係る石油ｴﾈﾙｷﾞｰが問題。 

栃木県内の私達のすぐ近くの山林での 

取組みが地産地消の鍵を握るでしょう。 

㈱アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･建築設計事務所(知事第 4088 号)･住宅金融支援機構適合証明登録建築士事務所(第 16090044 号)･シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 10003 号)です。 

ロハス･デザイン＆エコロジー･リフォーム 

☆自治医大で唯一の住宅リフォーム専門会社☆ 建設業許可､管理建築士のいる(株)アップルまで

★㈱ｱｯﾌﾟﾙ､社員が参加した講習会･ｲﾍﾞﾝﾄ★ 
10／10‐18 【第１４回 ﾄﾞｲﾂ･ﾌﾗﾝｽ･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ･ｴｺﾊﾞｳ建築視察 2010】 

10／6･17 【国産ﾍﾟﾚｯﾄ燃料工場見学・赤城・青梅】：日本ﾊﾞｳﾋﾞｵﾛｷﾞｰ研究会 

10／26(火) 【第３回 ﾛﾊｽな家造り研修会 2010・三重県】：㈱ﾌﾟﾛﾎｰﾑ大台 

10／26(火) 【米国 TND 開発とｴｺ住宅調査報告会･東京】：住宅生産性研究会 

弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで毎日掲載中です。  

＊エコロジーⅹバウビオロギー（建築と生態学を融合させた人間中心の建築設計です）

 

 

 
次号からはアップル隊長の 

【ｴｺﾊﾞｳ建築視察】の最新

情報をお伝えしてます!! 

上蓋を開け木ﾍﾟﾚｯﾄ燃料を 

入れると自動的に燃焼 

 

h 英国に学んだ住宅地経営・感覚の豊かさ

ｲｷﾞﾘｽは王侯貴族などの大地主が、自己の所有地の一部を小作人に開墾させ、

20年間貸し与えることで、荒地や雑木林などを農地や住宅地に変えていきました。

そして契約期間が切れたらその土地や建物はすべて地主に帰属されるのです。自ら

が労働することも労働者に賃金を払うこともなく、労働者から土地の使用料まで

支払わせるという地主優位の仕組みです。これは労働者にはあまりにも不利な条件

で不満も出たため、土地を貸す期間を30年、50年と延ばし、99年という長期の土

地賃貸借契約が一般になりました。 これが【リースホールド】と呼ばれ、地主は、 

土地と言う資産から自らのお金を使うことなく収益を上げる方法として、今でも 

（埼玉県のﾒｰｶｰのもの）

英国では運営されています。D   つまり、土地所有と建物の所有は別々で、しかも 

９９年のリースホールドの契約期間が終われば、建物自体も地主のものになるという 

仕組みです。街が成熟され資産価値が高まるほど、不動産価格は上昇し、開発者 

入居者共に利益を享受します。長期に渡り皆が住みたくなるような住宅地にする 

ことが共通の利益となるのです。 建物で利益を得る目的で、50年後には解体する 

日本の名ばかりの定期借地権とは根本的な違いが英国にはあります。,  取材：  ㈱アップル eco塩田�

【建築と生物学】を結ぶ【バウビオロギー建築】 
日本には自然とかかわる【しつらえ】に親しみ自然と共に暮らす習慣がありました。 

『エコバウ･リフォーム』 は自然素材を多用する私達の考えが詰まった 

『エコロジーで健康』 なコンセプトリフォーム。 アップルで推進中です!! 

 

 
 

取材： ㈱アｯプル 大竹喜世彦

間伐材を使う国産ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料（その１） 
; �群馬県・前橋市／（財）電力中央研究所・赤城試験センター ] �

●エコ建築＆環境の取組みは。。。アップル www.reform-apple.com トピックス  

8 イギリスの「リースホールド」と日本の「定期借地権」�

 
芝が見事なﾚｯﾁﾜｰｽ地区の住宅 

 
ビクトリアン美術館の一角にある

モリスデザインの部屋 

年間 2000 本が間伐される 

家庭の暖房はおよそこの木２本分


